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『プラットフォームの連携体制』

➢ 民間企業の製品・研究開発に国内最先端の風洞実験施設やスーパーコンピュータが利用できます。
➢ 利用課題に適した施設の紹介と実験方法（風洞、スパコン）を提案いたします。
➢ これら施設の利用が未経験という企業でも手厚い技術支援で安心してご利用いただけます。
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『プラットフォームの取組と成果』

「風と流れのプラットフォーム」のホームページ上に日々の活動状況と成果の一部が掲載されています。
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『プラットフォームの取組と成果』

【成果】 自転車のエアロフレームの実験 –エアロフレームはエアロか!?–
【利用期間:2017年度、自転車メーカー】

【成果】 未来の高速鉄道の実験 –ハイパーループ・コンペに挑戦–
【利用期間:2017年度、慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究所】

試験状況（JAXA 2m×2m低速風洞） 「BiCYCLE CLUB」７月号

自転車メーカによる自転車の車輪単体、及び
自転車全体にかかる空気力を様々なデザイン
で比較し計測するとともに、煙による車輪、
車体周りの流れの可視化を実施した。ノーマ
ルバイク、エアロバイクの空力特性の違いが
明らかとなった。

JAXA6.5m×5.5m低速風洞での
試験風景

慶應義塾大学ＰＯＤのチューブ内走行映像
（実際の走行映像）

イーロンマスク氏が社長のSpaceＸ社が主催
する「ハイパーループ・コンペ」（真空
チューブを高速で移動する未来の高速鉄道）
出場予定の供試体の実物大風洞試験で、空気
力計測と煙可視化試験を実施。移動体の空力
抵抗低減のための形状改良指針を獲得した。

「風と流れのプラットフォーム」パンフレットより引用
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『プラットフォームの取組と成果』

【成果】 ルアーの流体シミュレーション –キャストがより快適に！–
【利用期間:2018年度、株式会社ジャクソン】

ルアーフィッシングは疑似餌としてルアーを使用する。
キャスティングではルアーは高速で大気中を飛翔するた
め、空気抵抗の影響を大きく受ける。空気抵抗が減少す
るようにルアーの幾何形状を数値流体シミュレーション
によって最適化することで、飛距離向上といったルアー
の空力性能を改善できることが分かった。

【成果】 火山噴火時の噴石の空力特性の解明 –災害被害低減に向けて–
【利用期間:2018年度、近畿大学建築学部、京都大学防災研究所】

近年、火山噴火時の噴石による建物や人の被害が起
きている。噴石の飛散性状を推定・予測するために
は噴石の空力特性を知る必要がある。しかし、噴石
のような不整形な形状を持った物体の空力特性に関
する情報はほとんどない。本研究では風洞実験と数
値流体計算を用いて、不整形な物体に作用する風力
特性ならびに風圧分布特性を明らかにした。

噴石の平均風圧分布

噴石周りの瞬間風速分布 風洞試験風景

地球シミュレータによる
高精度数値流体シミュレーション
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柔軟に対応いたしますので、まずはお気軽にご相談ください。

利
用
者

ワンストップサービス窓口
国立研究開発法人海洋研究開発機構

地球情報基盤センター
「風と流れのプラットフォーム」担当

http://www.jamstec.go.jp/ceist/kazenagare-pf/
E-mail:  nagare-apply@jamstec.go.jp

プラットフォーム
実施機関による
・利用事前相談
・施設利用支援
・高度技術指導

『サポート体制・ご利用の流れ』

利用者へのきめ細かな支援

➢ ご利用に関するご相談やお問合せは、「風と流れのプラットフォーム」のホーム
ページにあるワンストップサービス窓口にて承ります。

➢ 各実施機関では施設のご利用に係る助言・技術指導等のサポートを行える体制を
備えております。

➢ 風洞実験や数値シミュレーションが未経験という企業様も歓迎いたします。
対象課題：物理・気象・海洋・天文などの理学や、航空・機械・土木・船舶・建築・化学工学

などの工学、さらに医学・生物学・農学・スポーツ工学など


